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博報堂とヴァル研究所が業務提携契約を締結 
地域の移動課題、社会課題の解決を⽬的とした MaaS 開発を⽬指す 

 
株式会社博報堂（東京都港区、代表取締役社⻑：⽔島正幸）と株式会社ヴァル研究所（東

京都杉並区、代表取締役：菊池宗史）は、地域の移動課題、社会課題の解決を⽬的とした新
たな MaaS（モビリティ・アズ・ア・サービス*）開発を⽬指し、業務提携契約を締結いたし
ました。 
 

現在、⽇本国内では、公共交通における「路線廃⽌や⾚字運営の常態化」、⾃家⽤⾞にお
ける「⾼齢者の免許⾃主返納」など、⽣活者の移動インフラ全体にさまざまな課題を抱えて
います。また、新型コロナウイルスの影響により、交通を取り巻く環境はさらに厳しいもの
となり、課題はより深刻化していくものと思われます。 
 

博報堂は、欧⽶に⾒られるような公共交通と⾃家⽤⾞の対⽴ではなく、「公共交通と⾃家
⽤⾞の協調」こそが⽇本版 MaaS の根幹であり、地域の⾃治体や住⺠の皆様と共に考える
「地域交通全体の次世代化」が、地域の移動課題解決にとって不可⽋な、⽇本版 MaaS の
あるべき姿だと考えております。 

 
博報堂はこれまで、様々なサービス開発・商品開発を⾏ってきた実績を持ち、⽣活サービ

ス（商業施設や医療施設など）や、⽣活インフラ（通信や電⼒など）に関連する企業とパー
トナー関係を有しております。 

 
⼀⽅、ヴァル研究所は、MaaS の根幹となる乗り換え案内サービス等のシステムを開発・

提供しており、これまで、交通事業者と共に、各地で様々な実証実験を⾏ってきました。 



今回の業務提携では、博報堂とヴァル研究所、およびパートナー企業との連携を積極的に
進め、サービス開発にあたっては、博報堂のサービスデザイン⼒と、ヴァル研究所のシステ
ム開発⼒を掛け合わせ、⽣活者にとってより良い MaaS の開発を⽬指します。 
 

具体的には、下記のテーマで取り組みを予定しております。 
o ⾃家⽤⾞を活⽤した移動サービスのシステム開発 
o 公共交通と⾃家⽤⾞の移動サービスの統合システム開発 
o 交通サービスと商業施設や医療施設との連携 
o 交通サービスと⽣活インフラサービスとの連携 

  
今後、様々な企業との協働、様々な地域での実証実験を経て、新たなサービスを実⽤化し、

⽇本全国の地域課題解決に貢献していきたいと考えております。 
 
■ MaaS（Mobility as a Service）とは 

移動（モビリティ）を⼀つのサービスとして捉え、シームレスにつなぐ新しい「移動」
の概念。スマートフォンのアプリなどを使ってあらゆる交通⼿段、ルートを検索し、予
約や運賃の決済もワンストップでできるようなサービスを指すのが⼀般的。近年では、
移動にとどまらず、飲⾷店や観光スポット、スーパーや病院など、関連産業との連携も
注⽬されている。 

 
■ ヴァル研究所について 

⽇本で最初に発売された乗り換え案内サービスである「駅すぱあと」を開発し、経路検
索システムのパイオニアとして業界をけん引。 
近年では、各地で様々な取り組みを進める MaaS 分野の代表的なプレーヤー。2019 年 
7 ⽉には、⽇本初※の MaaS 向け複合経路検索 API「mixway API」を提供開始。 
※ヴァル研究所調べ 
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